
【事業名称】城下町松江における伝統的建造物の維持管理活用のための 

      ワークショップ開催と体制構築 
【実施団体】特定非営利活動法人まつえ・まちづくり塾  
【事業経費】 997,830円 

（１）事業名称等 



（2）事業の目的 

•伝統的な建造物の所有者と活用したい人
とのマッチングをすすめる体制（しく
み）の構築を目指すため、伝統的な建造
物の所有者や松江市民などを対象にワー
クショップを実施し、それぞれの情報共
有と文化財の可能性のある建造物の活用
の可能性を探る。 

 



（3）事業活動の内容 

• 活動内容は、伝統的な建造物の所有者や松江市民などを対象にワーク
ショップを実施し、それぞれの情報共有と文化財の可能性のある建造物の
活用の可能性を探る。 

• 【第一ステップ】既往調査研究の分析と実態把握 

• 【第二ステップ】活用のためのセミナー・ワークショップ（計3回） 

• 1回目（10/4）セミナー「登録文化財を勉強しよう」 

       ワークショップ「私の残したい松江の建物」 

• 2回目（10/25）まちあるき「松江の路地裏建物散策」 

• 3回目（11/28）まちあるき「伝統的な建物を活かしたお店めぐり 北堀
編」 

• 【第三ステップ】伝統的な建造物所有者へのヒアリング・現状調査 

• 借り手のニーズ調査 



【第一ステップ】 
既往調査研究の分析と実態把握 

• 既往研究をもとに二つの調査結果を重ね合わせて伝統的
な建造物の空き家を明らかにする。 

• 既往研究 

• 1.松江市が行った旧城下町エリアにおける伝統的建造物に対する
悉皆調査（平成27年度） 

• 2.NPO法人しまね住まいづくり研究会が行った松江市中心部6地
区の空き家調査（平成20年度）（橋南地区なし）      

• 3.島根大学が行った石橋・奥谷地区の空き家調査（平成26年度） 

• 堀田貴大著「松江城周辺の空き家・空き地調査と新たな施設空間に関
する研究」指導教員：中井毅尚 



【第二ステップ】 

活用のためのセミナー・
ワークショップ（計3回） 

• 伝統的な建造物所有者を主な対象とした
セミナー「伝統的建造物を活用した先進
事例の勉強会」を行う一方で、市民を対
象としたワークショップ「伝統的建造物
見学ツアー」を行う。 

 



登録文化財とは？ 
登録文化財の活用とは？（1回目） 

• 日時：平成27年10月4日（日） 

• 場所：松江市市民活動センター502

研究室 

• 目的・内容 

• 歴史的な町並みを守っていくにはどのよ
うにすれば良いのか？セミナーでは文化
財の基本的な考え方を学び、ワーク
ショップでは松江にとって大事な建物に
ついて考えることを行った。 

• セミナー講師：安高尚毅（島根大学
大学院総合理工学研究科助教） 

 



松江の路地裏建物散策（2回目） 

• 日時：平成27年10月25日（日） 

• 場所：橋南白潟地区・橋北末次地区 

• 目的・内容 
• 松江には現在も、数多くの伝統的な建造
物が残っており、優れた文化遺産として
評価されているものも数多くある。講師
の解説を聞きながら、橋南白潟地区・橋
北末次地区周辺をまちあるきし、登録文
化財の建物を巡り、松江の魅力を再認識
する。 

• まちあるき講師：白根博紀（白根博
紀建築設計事務所代表・日本建築家
協会会員） 



伝統的な建物を活かしたお店めぐり 北堀編（3
回目） 

• 日時：平成27年11月28日（日） 

• 場所：北堀地区 

• 目的・内容 
• 伝統的な建造物を利用した店舗が堀川に
沿って点在している。店主の想いを聞く
ことで、伝統的な景観を後世に伝えて行
くことをともに考えるまちあるきである。
伝統的な建造物の存在が、城下町松江の
大きな魅力であることに気付いてもらう
ことが目的である。 

• ファシリテーター：舟木友香（特定
非営利活動法人まつえ・まちづくり
塾代表） 

 
 

 



【第三ステップ】 
伝統的建造物所有者へのヒアリング・現状調査 

• ヒアリング調査・実測調査 

• 橋北 石橋・北堀エリア  

• 綿貫家（過去に実測調査済み）・泉家（過去
に実測調査済み） 

• 橋北 外中原・末次エリア  

• 布野家11/2+11/9・貴谷家11/9 

• 橋南エリア  

• 谷口家11/2・柳浦家12/28 

• 伝統的な建造物の借り手としてのニーズを探
るため、起業を支援する「しまね起業家ス
クール」の主催者であるNPO法人Gasshoに
聞き取りを行った。 



（４）事業の成果  

• 【第一ステップ】の成果 

• 1.旧松江城下町エリアにおける伝統的な建造物および空き家のプ
ロット図 

• 2. 伝統的な建造物および空き家の数量的把握 

• 旧城下町エリアにおける伝統的な建造物数 702棟 

• 入手した空き家データ 橋北エリア27棟 

• 橋北における伝統的な建造物数 367棟 橋北における空き家率7％ 

• 橋南における伝統的な建造物数 345棟 橋北と同率と換算すると24棟 

• 3. 伝統的な建造物の残存集中地区の把握 

• 橋北 石橋・北堀エリア  

• 橋北 外中原・末次エリア  

• 橋南エリア   



【第二ステップ】1回目の成果 

• 1回目の成果 参加者11名  

•セミナーでは文化財の基
礎知識を勉強することが
でき、ワークショップで
は事前に残したい建物の
写真を送ってもらい、そ
れらの魅力について各
テーブルでまとめた。文
化財として残したい建物
の情報収集を行うことが
できた。 



【第二ステップ】2・3回目の成果 

• 2回目の成果 参加者14名  

• 20〜70代までの幅広い年齢層の方々に参加頂いた。アンケートの結
果、満足度は90％を超え、文化財として残し、活用していって欲し
いとの回答が得られた。島根建築士会・日本建築家協会島根地域
会・松江市職員の参加も見られた。まちあるきを通して住民・
NPO・行政が考えを共有することができた。 

• 3回目の成果 参加者16名  

• 参加者は30〜40代の比較的若い年齢層が多かった。家族連れや学生、
島根建築士会・日本建築家協会島根地域会・松江市職員など多様な
参加が得られた。アンケートの結果、満足度は約97％であり、建物
の所有者と利用希望者をつなぐ仕組み・仕掛けを作っていくことが
必要であるとの回答が得られた。また、活用者の生の声が聞こえた
ことが、参加者には好評であった。もっと「伝統的な建物を活かし
たお店めぐり 北堀編」の広報をしたらよかったとの回答も見られた。
伝統的な建造物の活用の具体的方法を店主の方から聞き出すことが
でき、これからの活動の勉強となった。 

 

 



【第三ステップ】の成果 

• 「伝統的建造物カルテ」の作成。 

• マッチングの基礎資料となる、建物の保存
状態・建築年代・所有者の意向・各種図面
等が一目でわかる。 

• ヒアリング調査 

• 「①家財の存在が貸すことの障害となって
いる」「②所有者が貸したい領域がマッチ
しない」「③所有者と借り手の費用負担が
不明確」「④適正な家賃設定」「⑤誰に相
談したらよいのかわからない」などの貸す
ための障害が見えてきた。 

• 借り手の情報を得るため、しまね起業家スクー
ルの主催者に聞き取り調査を行った。古民家を
活用するとよい・するであろう人が近年絶え間
なく存在することがわかった。今後、しまね起
業家スクールとの連携が借り手発掘の道筋のひ
とつになる。 



【第一〜三ステップ】の総合的成果 

• 総合的な伝統的な建造物の空き家データの把握 

• 「伝統的建造物カルテ」の作成 

• 空き家所有者を探し出す方法 

• まつえ・まちづくり塾独自のルート 

• 島根県建築士会からの情報提供、松江市からの情報提供という窓
口を開くことができた。 

 

 



（５）事業実施後の課題  

• カルテに繋がるヒアリングフォームを作成し、所有者の
意向を聞き出すという有効なアプローチ手法は確立され
た。今後、体系化および意向の類型化をするためには本
事業で得られた他機関の連携をより強化し、ヒアリング
件数を増やしていくことが課題である。 

• 空き家所有者の伝統的建造物としての意識がそれほど高
いわけではなく、セミナーなどへ参加してもらうには難
しい面があり、持続的にイベントを開催するなど、さら
なる啓蒙活動が必要であると考えられる。 



（６）今後の展開  

• 1.「橋南地区の空き家調査」 

• 今回、既往研究では橋南地区の空き家調査のデータは発見されなかった。
橋南地区の空き家調査を実施する。 

• 2.「伝統的な建造物所有者へのアンケート」 

• 残り20軒の伝統的な建造物の空き家に対する意向を調査 

• このアンケートにより、実測調査の可能性も探る。 

• 3.「伝統的な建造物所有者と活用したい人とのマッチング」「人材育成」
「ネットワークの確立」 

• 「伝統的建造物カルテ」によりマッチング可能なものについて提案・支
援 

• 伝統的建造物を活用したい人を募集するためのホームページ開設 

• 「伝統的建造物カルテ」を基に伝統的な建造物所有者と活用したい人を
つなぐ窓口としての体制構築 

• 体制の持続的運営のための人材育成 

• 支援に関わる専門家（建築士、宅地建物取引士、行政書士など）のネッ
トワークの確立 

 


